
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

二

一

八

号

内
閣
衆
質
一
九
二
第
二
一
八
号

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
教
職
員
の
過
重
労
働
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
教
職
員
の
過
重
労
働
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
に
経
済
協
力
開
発
機
構
が
実
施
し
た
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
教
員
の
平
均
勤
務
時

間
は
、
同
調
査
に
参
加
し
た
国
又
は
地
域
の
中
で
最
も
長
く
な
っ
て
い
る
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
日
本
の
教
員
の
平
均
的

な
勤
務
時
間
が
他
国
と
比
較
し
て
長
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
は
、
平
成
二

十
八
年
六
月
十
三
日
に
同
省
の
「
次
世
代
の
学
校
指
導
体
制
に
ふ
さ
わ
し
い
教
職
員
の
在
り
方
と
業
務
改
善
の
た
め
の
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
」
が
取
り
ま
と
め
た
「
学
校
現
場
に
お
け
る
業
務
の
適
正
化
に
向
け
て
」
（
以
下
「
業
務
適
正
化
報
告
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
「
学
校
や
教
員
の
業
務
の
大
胆
な
見
直
し
を
着
実
に
推
進
し
、
教
員
の
業
務
の
適
正
化
を
促
進
す
る
こ

と
等
を
通
じ
、
教
員
が
担
う
べ
き
業
務
に
専
念
で
き
、
子
供
た
ち
と
向
き
合
え
る
環
境
整
備
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
業
務
適
正
化
報
告
に
お
い
て
、
「
教
員
の
担
う
べ
き
業
務
に
専
念
で
き
る
環
境
を
確
保
す

る
」
、
「
教
員
の
部
活
動
に
お
け
る
負
担
を
大
胆
に
軽
減
す
る
」
、
「
長
時
間
労
働
と
い
う
働
き
方
を
見
直
す
」
、
「
国
、

一



教
育
委
員
会
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
」
等
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
同
省
に
お
い
て
、

学
校
現
場
の
業
務
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
業
務

適
正
化
報
告
に
示
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
九
年
度
概
算
要
求
に
お
い

て
、
「
業
務
改
善
加
速
の
た
め
の
実
践
研
究
事
業
」
の
実
施
や
、
「
業
務
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
派
遣
に
よ
る
都
道
府
県

教
育
委
員
会
等
へ
の
指
導
助
言
の
実
施
に
係
る
所
要
の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ

て
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
安
定
的
・
計
画
的
に
教
員
の
採
用
・
配
置
・
育
成
を
行
え
る
環
境
」
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
・
財
政

再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
報
告
）
に
お
い
て
、
「
少
子
化
の
進
展
及
び

小
規
模
化
し
た
学
校
の
規
模
適
正
化
の
動
向
、
学
校
の
課
題
に
関
す
る
客
観
的
デ
ー
タ
等
の
学
校
・
教
育
環
境
に
関
す
る
デ

ー
タ
収
集
及
び
教
育
政
策
に
関
す
る
実
証
研
究
の
進
展
、
地
方
自
治
体
の
政
策
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
予
算
の
裏
付
け
の
あ

る
教
職
員
定
数
の
中
期
見
通
し
を
策
定
、
公
表
、
提
示
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十

九
日
に
文
部
科
学
省
の
「
次
世
代
の
学
校
指
導
体
制
強
化
の
た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が
取
り
ま
と
め
た
「
次
世
代
の
学

二



校
指
導
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
最
終
ま
と
め
）
」
に
お
い
て
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数

の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
り
算
定

す
る
教
職
員
定
数
等
の
性
質
を
踏
ま
え
た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
教
職
員
定
数
の
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
る
旨
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
同
省
と
し
て
は
、
教
職
員
定
数
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

三


